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叡啓大学の個別選抜についてのご紹介

令和８年度大学入学者選抜・
教務関係事項連絡協議会
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2027（令和9）年度入学者選抜の概要

選抜区分
【募集人員】

主な提出書類

選抜方法
志
望
理
由
書

活
動
報
告
書

調
査
書

ま
た
は

成
績
証
明
書

小
論
文

推
薦
書

履
歴
書

春
入
学

総合型選抜
（専願枠）
【２０名】

○ ○ ○ -

【第一次選考】
原則実施しない

※志願倍率2.0倍以上で、 実施する場合あり。

【第二次選考】
面接
グループディスカッション

総合型選抜（併願枠）／
留学生選抜（春入学）

【３０名】

○ ○ ○ ○
留

〇

【第一次選考】
書類選考

【第二次選考】
面接
グループディスカッション

学校推薦型選抜
【１５名】

※広島県内のみ
○ ○ ○

【第一次選考】
原則実施しない

※志願倍率2.0倍以上で、実施する場合あり。

【第二次選考（対面）】
面接
グループディスカッション

一般選抜
【１５名】

○ ○

【第一次選考】
書類選考

大学入学共通テスト
【第二次選考】
面接

秋
入
学

留学生選抜
総合型選抜
【30名】

最大３回 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【第一次選考】
書類選考

【第二次選考】
面接



叡啓大学の教育（コンピテンシーの育成）
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Become a person who can imagine and create the future 

with the five competencies needed to create new value for society



叡啓大学の取り組み（独自のカリキュラムとグローバルな教育）

ソーシャルシステムデザイン学部
Department of Social System Design
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求める学生像（アドミッションポリシー）

⚫ 国内外の様々な文化、歴史、社会や国際関係に強い関心と探究心があり、他者と

積極的にコミュニケーションを行いながら学ぶ意欲がある者

⚫ 将来を見据え、目的意識を持って学修に取り組み、自らの能力の向上を目指す者

⚫ 高校までの学習で基本的な学力を身に付け、幅広い視野を持って自ら先頭に立ち

他者を巻き込んで様々な課題に取り組み、社会に貢献しようと考えている者

入学者定員：１1０名 / １学年

入学時期 選抜区分 募集人員

春入学（４月入学）

総合型選抜
専願枠 20名

併願枠（※１） 30名

学校推薦型選抜 15名

一般選抜 15名

秋入学（９月入学） 留学生選抜 （※２） 30名

総合型選抜に重点

第１次選考
志望理由書、活動報告書、

調査書や小論文等による書類選考

第２次選考
グループディスカッションや面接
による選抜

高等学校等までの教育課程で

習得した知識・技能と併せて、

コミュニケーションや探究活動、

学びや課外活動に対する姿勢

などを多面的・総合的に評価

（※１）留学生選抜（春入学）を含む。 （※２）総合型選抜（秋入学）を含む。
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叡啓大学の入試の特徴
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秋入学（１０月入学）
世界の幅広い国・地域から、学生を受け入れ

出願要件として、英語力の証明が必要
春入学：CEFR B1（英検２級）相当以上
秋入学：CEFR B2（英検準１級）相当以上

春入学（４月入学）
・総合型選抜を重視（専願枠と併願枠を設定）
・学校推薦型選抜は広島県内の高校からのみ出願可能
・一般選抜は独自日程で実施
・学校推薦型選抜以外はオンラインで試験を実施

筆記試験を行わず（大学入学共通テストを除く）、
グループディスカッションや面接等によって、受験生ひとりひとり
の資質・能力を多面的・総合的に評価する入試を実施。



グループディスカッション
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「正解のない問い」をテーマに、受験生だけでディスカッションを行う。

事前課題を課し、
参考文献や資料を確認、
テーマに対する知識や理解、
自分の意見等をまとめた上で、
試験当日、受験生同士で
ディスカッションを実施。

他者と建設的なコミュニケーションが
できていることや、テーマを理解する

ための知識や思考力、表現力、
答えのない問題に粘り強く向き合う

姿勢など、総合的な力が必要

過去のテーマ①
「ポストSDGs国際目標」

【概要】
現在のSDGsとその達成状況、

近年の世界情勢等を踏まえて、
2030年以降も「ポストSDGs国
際目標」として取り組むべき
世界的な課題を検討させ、具体
のゴール（目標）とターゲット
（指標）を２つ提案させる。

過去のテーマ②
「日本国産米の適正価格」

【概要】
2024年後半から2025年にかけ

て起こった「令和の米騒動」を
きっかけに、生産者や消費者な
ど様々な視点からの意見や状況
を踏まえた上で、日本における
日本国産米の適正価格を検討さ
せ、平均販売価格を示させる。

過去のテーマ③
「小学校の学年暦」

【概要】
学校の学年暦等に対しては、

近年の社会・自然環境の変化に
より、夏休み期間等が必ずしも
最適ではない、といった意見も
増えており、様々な立場の視点
等を踏まえて、これからの学年
暦をどのように設定すると良い
と考えるか提案させる。

近年の社会課題等に焦点をあてたテーマ設定



グループディスカッション
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アドミッション・ポリシーにそった評価観点ごとに基準を定めて評価

受験生に対しては、
試験の個人面接の中で、
グループディスカッションの
振り返りや自己評価等も確認

各評価基準については、
毎年前年度までの入学者選抜を
踏まえて、見直しを実施



入学後の学生の様子・学びの姿勢
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「HIROSHIMA Next Venture Excellence Award」受賞
卒業プロジェクトでの発表
【研究テーマ】平日日中の「おでかけサイト」構想の提案

「不登校への理解」のイベント講師（メディア掲載）



入学後の学生の様子・学びの姿勢
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卒業プロジェクト
【研究テーマ】ネパールの視覚障がい児教育の課題と支援策

ネパールでのフィールドワーク

模擬国連（授業）



2026年度入学者選抜状況（春入学）
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受験生情報サイトに
掲載しています！

選抜区分
募集人員
（A）

志願者数
（B）

志願倍率
（B/A）

合格者数
（C）

合格倍率
（B/C）

入学者数

総合型選抜
（専願枠）

20 81 4.1 22 3.7 22

総合型選抜
（併願枠）

30 

81 

3.1 

38 

2.2 

24 

留学生選抜
（春入学）

11 4 3

学校推薦型選
抜

15 33 2.2 18 1.8 18 

一般選抜 15 36 2.4 25 1.4 17

計 80 242 3.0 107 2.3 84 




